
青塚古墳（犬山市）
　青塚古墳は名鉄楽田駅から西へ徒歩で30分程行った場所に所在する



　　青塚古墳史跡公園として保存・整備されている



　愛知県内で二番目に大きい4世紀中頃築造の前方部2段、後円部3段築成の前方後円墳



古墳の周りには周濠（堀）と外堤が巡り、周濠を横切って古墳に向かう通路（陸橋部）がある/周囲には耳塚
古墳・烏塚古墳が所在するようだが・・・



　南東側から見たところ/美しいフォルムをしている 📹 video

https://youtu.be/t4eBNXFTHAA


　　南側から見たところ/段築上に赤色顔料で赤彩された壺型埴輪（レプリカ）が巡っている 📹 video

https://youtu.be/xEVQEqqXhII


　　　　　戦国時代の小牧長久手の戦いの際に豊臣秀吉陣営の砦として使用されたことから、別名「青塚砦」とも呼ばれるようだ 📹 video

https://youtu.be/JJJxOgF9cWY


　　　　　周囲の砂利敷きは排水の為か・・・



　　　　西側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/JJJ4lHN9M4o


余りにも綺麗に整備され過ぎている気もするが・・・ 📹 video

https://youtu.be/A5XKxT2PBWY


　後円部を後ろから見たところ



　　　　近づいて見たところ 📹 video

https://youtu.be/bwxWosDt6nQ


　　　北東側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/N29wohGMZNE


　　　ここは烏塚古墳の辺り



　　　小詞が祀られていた 📹 video

https://youtu.be/vByu6_MdbC4


　　　　　こちらは耳塚古墳と記されていた辺り 📹 video

https://youtu.be/8GaFzCCjF1w


　この辺りにあったのか・・・/資料を確認すると、墳丘は消滅しているようだ



　　　こちらは併設されている資料館（まほらの館）



　　「青塚古墳探検室」と名付けられた立派な展示スペースがあった 📹 video

https://youtu.be/Ck6CMb2ENsg


青塚古墳出土の壺形埴輪・円筒埴輪が展示されていた





　　円筒埴輪は前方部墳頂にある方形の低墳丘（方形壇状遺構）の周囲に巡っていたらしい



通路では企画展も開催されていた





これは探検室に掲示されていたこの地方の古墳の編年表/邇波の地では東之宮古墳～青塚古墳～坊の塚古墳～妙感寺古墳と首長墓が
続くようだ



ところで、こちらは東海西部の古墳の編年表/前方後円墳を共有した畿内とその西の地域の邪馬台国連合に対して、畿内の東の地域では前方後方墳を共有した狗奴国連合が
あり、その中心（狗奴国）が東海西部周辺であったとされるが、編年表を見る限りではその時期にこの地域に突出した前方後方墳が築造されている様には見えないのだが・・・

近つ飛鳥博物館平成29年度春季特別展「東国尾張とヤマト王権～考古学からみた狗奴国と尾張連氏～」より転記




